
西諸地域災害時保健師活動マニュアル
作成に向けた取組

○永野由布子1)、永野秀子2)、髙妻真子3)、今村三千代1)、
小野智美1)、村永彰子1)、
永山小百合4)、白ヶ澤かよ子4)、山之口市子5)、田村良恵5)、
長友和代6)、岸元あずさ6)

小林保健所1)、健康増進課感染症対策室2)、高千穂保健所3)、
小林市健康推進課4)、えびの市健康保険課5)、
高原町総合保健福祉センターほほえみ館6)



Ⅰ はじめに ～マニュアル作成の趣旨～

西諸地域の状況を反映した西諸版マニュアルを
作成し、管内での大規模災害時の保健師活動の

円滑な推進につなげる！

○近年の大規模自然災害を受け、改めて各自治体における
災害対策の推進が求められている。

○災害支援において、保健師の専門性を十分に発揮する
ためには、平常時における体制整備が重要。

○熊本地震（H28.4）の際には、派遣保健師の活動の指針
として、「宮崎県災害時保健師活動マニュアル」（H28.2
作成）が活用され、迅速かつ的確な活動につながった。



開催した会議等

開催日 会議等名称 参加者

←

そ
の
都
度
、
災
害
関
連
の
研
修
会
・
講
演
会
へ
参
加

→

H28.8.2 (火) 管内保健師研修会 小林市３名 えびの市５名
高原町２名 小林保健所８名

H28.12.5 (月) 第１回西諸地域災害時
保健師活動マニュアル検討会

検討委員計１２名

H29.1.24 (火) 第２回西諸地域災害時
保健師活動マニュアル検討会

検討委員計１２名

以後、電話・メール等で検討・調整

H29.2.16 (木) アクションカードに関する
保健所課内会議①

保健所保健師９名

H29.2.23 (木) アクションカードに関する
保健所課内会議②

保健所保健師９名

H29.3.21 (火) 大規模災害時保健師活動
推進に係る連絡会

小林市６名 えびの市１１名
高原町４名 小林保健所９名

※各会議等の前後で保健所検討委員６名による打ち合わせあり

Ⅱ マニュアル作成までの経過



【管内保健師研修会（H28.8.2）】

＜研修会概要＞

（１）熊本地震災害派遣報告
（２）各市町災害時保健師活動の現状について

（３）災害時保健師活動マニュアル（西諸地域版）について

○市町の防災計画や初動マニュアルには保健師としての
役割は明らかになっておらず、職員としての動きが記載。
⇒保健師という専門職としての視点を入れ、役割を明確
にしたマニュアルの作成が必要。

マニュアル作成の必要性を確認！



【第１回西諸地域災害時
保健師活動マニュアル検討会 （H28.12.5）】

＜検討会議事概要＞

（１）災害関係の研修会等に関する情報共有

（２）災害時に保健師に求められることについて
意見交換

（３）各市町の防災計画における保健師の役割

（４）作成内容の検討、役割分担



（３）各市町の防災計画における保健師の役割
について協議した結果．．．

■「保健師」というキーワードが出てくるのは1か所のみ

■過去に西諸地域で発生した自然災害時は．．．

保健師の役割は防災計画へ具体的に記載されていない。

保健師としてではなく
市町の行政職員としての役割が求められた

保健師としての
○専門性を生かす活動ができなかった
○活動開始が遅れた

【第１回西諸地域災害時保健師活動マニュアル検討会 （H28.12.5）】



【第２回西諸地域災害時
保健師活動マニュアル検討会（H29.1.24）】

＜検討会議事概要＞

（１）第１回検討会で決定した各担当事項の報告

○各市町

→避難所や要配慮者の
把握状況等

○保健所
→西諸地域の医療、介護、
福祉関係施設の把握や
各派遣チームの特徴把握等

（２）マニュアル案に関する
協議



【大規模災害時における
保健師活動推進に係る連絡会（H29.3.21）】

＜開催目的＞

災害時に求められる保健師の役割を保健師自らが再確認
すると共に、保健師以外の各自治体関係職員への災害時
保健師活動の周知を図ることにより、災害時における保健師
の専門的活動の迅速かつ円滑な実施につなげる。

＜出席者＞

各市町の保健師、（管理）栄養士、保健師所属課長、防災対策担当課長等

○小 林 市 ： 危機管理課、健康推進課、地域医療対策室

○えびの市： 基地・防災対策課、健康保険課、介護保険課

○高 原 町 ： 総務課、町民福祉課、総合保健福祉センターほほえみ館

計２１名 ＋ 小林保健所保健師



＜連絡会議事概要＞

（１）西諸地域の熊本地震派遣保健師の災害支援報告

（２）西諸地域災害時保健師活動マニュアルについて

（３）災害時の保健師活動について

（４）意見交換

【大規模災害時における保健師活動推進に係る連絡会 （H29.3.21）】



【大規模災害時における保健師活動推進に係る連絡会 （H29.3.21）】

＜連絡会における出席者の意見・感想＞

○災害時保健師活動の重要性、保健師のコーディネート機能
の重要性を感じた。防災計画の見直しを検討していきたい。

○マニュアルがあることによって、災害時にどのような動き
をとれば良いのか方向性が見えた。

○アクションカードを実践に活かせるように訓練しておく
必要がある。

○平常時から多職種との調整・協議等連携を図ることが重要。

○各部門のマニュアルがあるのは重要なこと。栄養士等他の
部門のマニュアルも必要。

○派遣の体制だけではなく、今後は受援体制の整備も重要。



＜本編＞

Ⅰ 西諸地域災害時保健師活動マニュアルの基本的な考え方

Ⅱ 災害時保健師活動の役割分担と体制

Ⅲ 管内で大規模災害が発生した場合の活動

Ⅳ 平常時の対応

＜資料編＞

１ 災害時の関係施設等情報

２ 各支援チームの状況

３ 西諸地域の医療施設

４ 西諸地域の介護・福祉関係施設一覧

５ アクションカード集

６ 災害必携（宮崎県災害対策本部西諸県地方支部）

７ 各市町の発行の資料等

Ⅲ マニュアルの概要



◆アクションカードについて

「アクションカード」とは．．．

災害発生直後に最低限必要となる行動を
簡単かつ具体的に記載したものがアクションカード

このアクションカードを活用することによって．．．

自立した行動を促し、その時に応じた判断を
行うための事前指示書

混乱状況にあると考えられる災害発生直後に
一定水準の支援活動を各自が自立して

行うことができる。

⇒初動体制の充実につながる！



【アクションカードの使い方】



【作成したアクションカード】

小林保健所の保健師が中心となり、７種類のアクションカードを作成

○保健所の初動体制

○オリエンテーション

○スタッフミーティング

○被災者の健康管理

○嘔吐物（吐いたもの）の処理
※裏面に消毒薬の作り方記載

○トイレの清掃 ※裏面に消毒薬の作り方記載

○ノロウイルス対策セット



【作成したアクションカード】

表 裏



【作成したアクションカード】



【作成したアクションカード】

表 裏



◆資料編

＜資料編の目的・活用方法＞

（１）災害時の活用

①自らが、各施設の状況把握や支援のつなぎに
活用する。

②県内外からの応援・派遣保健師や各支援チーム等
に活用してもらう。

（２）平常時の活用

○他機関との関係づくり・連携体制の構築に活用
できる。



Ⅳ 考察

災害時に保健師の専門性を十分に発揮するためには．．．

保健師のみならず、
各自治体の災害対策担当課の職員等にも、保健師活動の必要性・
重要性について平常時から理解を深めてもらうことが大切！

各市町の災害対策担当課長等も対象とした連絡会の開催を通して．．．

○災害時保健師活動の重要性を感じた。
防災計画の見直しを検討したい。

○各部門のマニュアルがあるのは重要なこと。

等の意見・感想が各市町の防災対策担当課長から挙がった。

災害時保健師活動への理解を深めてもらう
貴重な第一歩につながったのではないか。



Ⅴ まとめ

○マニュアルを読みこみ、マニュアル内容の検討を継続。
地域の現状等に応じ、その都度追加修正を重ねていく。

○アクションカードに関して
・必要に応じ、具体的なアクションカードを追加。
・机上訓練や実務訓練等を通して、見直しを図る。

○各市町の防災計画に反映していく。

○職員名が記載されているページ等は、毎年度更新。

○災害関係の研修会・講演会等への参加を通して、自己
研鑽及び情報共有を図る。

今回作成したマニュアルは、実際に災害が発生したときに有用で
あるのかどうか、受援体制も含め、検討を重ねていくことが重要！

具体的には…


